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【背景】 

東日本大震災では，危機管理のあり方，災害時のサプライチェーンの問題など 
社会的システムの欠陥が多く露呈された。 

特に，今後の防災・減災対策を取り組む上では，様々な分野が連携する 
必要性も改めて認識されたといえる。 

今後，津波防災対策としてハード整備とソフト的対策をさらに連動されるべきであり， 
むしろソフト的対策で多くの命が救われていることは，釜石市などの取り組みをみれば明らかである。 

加えて，まちの特性や課題を多角的に検証することは 
このソフト的対策をした支えする上で重要である。 



 
 

今後の地震・津波対策を行うため，大分県佐伯市の小学校を有する集落を対象に 
標高別建物分布，避難経路，避難場所の状況などを評価軸とし 

 
 

ことを目的をする。 

【目的】 
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各集落が持つ津波防災における特性や課題を明らかにする 



【目的】 
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【研究対象地】 

【大分県全域地図】 

大分県佐伯市沿岸部 



【大分県全域地図】 

【目的】 【研究対象地】 

大分県佐伯市沿岸部 

地点名 押し波到達時間 20cm波高到達時間 最大波高

中津市小祝新町 ２時間２４分 ３時間２１分 2.57

宇佐市郡中新田 ２時間１０分 ３時間１０分 2.22

豊後高田市高田港 ２時間１６分 ３時間１６分 2.08

真玉町浜下 １時間５０分 ２時間５２分 2.22

香々地町見目 １時間３８分 ２時間４０分 2.33

国見町伊美港 １時間２４分 ２時間３６分 2.08

姫島村南 １時間２１分 １時間５１分 2.36

国東町国東港 １時間３分 １時間１８分 2.38

武蔵町武蔵港 １時間２分 １時間１４分 2.54

安芸町塩屋 １時間２分 １時間１１分 2.56

杵築市八坂川河口 １時間２３分 １時間３２分 2.11

日出町日出港 １時間１９分 １時間２８分 2.65

別府市弓ヶ浜町 １時間２７分 １時間３０分 2.5

大分市豊海５丁目 １時間１２分 １時間２９分 2.3

佐賀関町西町 ４６分 ４８分 3.39

臼杵市臼杵川河口 ５７分 ５９分 2.45

津久見市港町 ４１分 ４９分 2.7

上浦町津井浦 ３１分 ３６分 2.73

佐伯市葛港 ３６分 ４３分 3.4

鶴見町地松浦 ３９分 ４０分 2.45

米水津村浦代浦 ２３分 ２４分 6.24

蒲江町新町 ２１分 ２２分 3.95

今後30年以内に60%～70%の確立で発生が懸念されている 
「東南海・南海地震」において 

大分県内で最も津波被害を受ける危険性が高い 

表-1 大分県沿岸部津波到達時間  

※色つきは佐伯市の予測を示す 
蒲江町新町 ２１分 ２２分 3.95

米水津村浦代浦 ２３分 ２４分 6.24
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【目的】 【研究対象地】 

【大分県全域地図】 【佐伯市全域地図】 

大分県佐伯市沿岸部 

旧上浦町 

旧鶴見町 

旧米水津村 

旧蒲江町 

旧佐伯市 

旧弥生町 

旧本匠村 

旧直川村 

旧宇目町 

Evaluation of Disaster Prevention in the Coastal Area and Villages assuming Tsunami Damage 2012/02/23 (Thu) mitsunobu terada 



【目的】 

旧町村名 番号 集落名 小学校 人口(人) 世帯数(戸) 高齢化率(%)
旧上浦町 1 浅海井 東雲小学校 677 285 36.33

2 吹浦 吹小学校 176 70 21.02
3 地松浦 地松浦小学校 955 387 28.06
4 大島 大島小学校 234 125 59.42
5 浦代浦 向陽小学校 750 290 29.06
6 色利浦 色宮小学校 655 236 34.35
7 畑野浦 上入津小学校 1342 496 34.27
8 楠本浦 楠本小学校 500 213 41.80
9 竹野内河内 河内小学校 582 273 49.00
10 西野浦 西浦小学校 1041 425 35.83
11 蒲江浦 蒲江小学校 1204 539 40.03
12 猪串浦 猪串小学校 301 115 37.87
13 森崎浦 名護屋小学校森崎分校 440 138 24.31
14 丸市尾 名護屋小学校 397 176 39.79

対象集落の概要

旧蒲江町

旧鶴見町

旧米水津村

【対象集落の選定】 

佐伯市は現在31校の小学校が立地している 

沿岸部集落に立地している小学校は14校である 

14集落を今回の研究対象とした 

表-2 研究対象集落の概要 

旧上浦町 

旧鶴見町 

旧米水津村 

旧蒲江町 

旧佐伯市 

(1) 

(2) 

(14) 

(13) 

(12) 
(11) 

(10) 
(9) 

(8) 

(7) 

(6) 

(3) 

(5) 

(4) 

4 大島 大島小学校 234 125 59.42
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【研究フロー】 

・GISを用いた対象集落の空間分析 

各集落内の建物である，住宅，教育施設，保険・福祉・医療施設や， 
現在佐伯市が指定している津波災害時の避難場所や風水害時の避難施設の施設数を 

標高別に明らかにする 

・現地調査による対象沿岸部集落の現状把握 

対象集落の現地調査を行い，各集落の 

津波災害時の避難場所や街路状況などの把握を行った 

・対象沿岸部集落の詳細分析 

災害時にブロック塀や家屋の倒壊などにより,街路が閉塞する危険性を考慮し 
街路閉塞シミュレーションを行うことにより 

街路閉塞が避難に不える危険性について明らかにした 
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「対象集落である14集落から米水津浦代浦を取り上げる」 

米水津の地区の中で中心的な役割を担っており 
振興局や保健センターなどの公共施設が集積している 

1707年に発生した宝永地震の際には 
本集落に約11mの津波が襲来したという記録が残っており 

津波被害の危険性は非常に高いと考えられる 

押し波到達時間 20㎝波高到達時間 最大波高
23分 22分 6.24m

米水津浦代浦沿岸部津波到達時間

東南海・南海地震が発生した際，大分県が想定している 
「大分県沿岸部津波到達時間」において 

県内で最も津波被害が大きいと予想されている 

旧上浦町 

旧鶴見町 

旧米水津村 

旧蒲江町 

旧佐伯市 

(1) 

(2) 

(14) 

(13) 

(12) 
(11) 

(10) 
(9) 

(8) 

(7) 

(6) 

(3) 

(5) 

(4) 

表-３ 米水津浦代浦集落津波到達時間  

写真-1 米水津振興局 写真-２ 保険センター 



標高(m) 住宅 教育施設 公共施設
保健・福祉
医療施設

避難場所 避難施設

０～1 5 - - - - -
1～２ 26 - 1 1 - 1
２～３ 125 - 2 1 - 4
３～４ 74 - - - - -
４～５ 6 1 - - - 1
５～６ 7 1 - - - -
６～７ 9 - - - - -
７～８ 8 - - - - -
８～９ 10 - - - - -
９～１０ - - - - - -
１０～11 - - - - - -
１１～１２ - - - - - -
１２～１３ - - - - 1 -
１３～１４ 11 - - - 2 1
１４～１５ - - - - - -
１５～１６ - - - - - -
１６～１７ - - - - 1 -
１７～１８ 17 - - - - -
１８～１９ - - - - - -
１９～２０ - - - - - -
２０～２１ - - - - - -
２１～２２ - - - - - -
２２～２３ - - - - - -
２３～２４ 7 - - - - -
２４～２５ - - - - - -
２５～２６ - - - - - -
２６～２７ 1 - - - - -
２７～２８ - - - - - -
２８～２９ - - - - - -
２９～３０ - - - - - -
３０～ - - - - 2 -

306 2 3 2 6 7

旧米水津村_大字浦代浦

【GISを用いた対象集落の空間分析】 

予想最大波高 (6.24m) 

予想最大波高×2 (12.48m) 

予想最大波高である6.24mよりも低い地域に 

立地している建物は約81% 

予想最大波高の2倍の12.48mの津波が 

襲来した際には約88%の建物が 
被害を受けると予想される 

表-４ 標高別建物数 

東日本大震災後，佐伯市は津波予想の 

規模を「従来の2倍」 
を目安に対策を進めている 

 
表-５ 佐伯市津波最大波高予測 

地点名 最大波高(m) 最大波高×2(m)

上浦町津井浦 2.73 → 5.46
佐伯市葛港 3.40 → 6.8
鶴見町地松浦 2.45 → 4.9
米水津村浦代浦 6.24 → 12.48

蒲江町新町 3.95 → 7.9

佐伯市津波最大波高予測
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標高(m) 住宅

０～1 5
1～２ 26
２～３ 125
３～４ 74
４～５ 6
５～６ 7
６～７ 9
７～８ 8
８～９ 10
９～１０ -
１０～11 -
１１～１２ -
１２～１３ -
１３～１４ 11
１４～１５ -
１５～１６ -
１６～１７ -
１７～１８ 17
１８～１９ -
１９～２０ -
２０～２１ -
２１～２２ -
２２～２３ -
２３～２４ 7
２４～２５ -
２５～２６ -
２６～２７ 1
２７～２８ -
２８～２９ -
２９～３０ -
３０～ -

306

(戸) 

(m) 

予想最大波高 (6.24m) 

予想最大波高×2 (12.48m) 

約82%の住宅が予想最大波高である6.24mよりも 

低い地域に立地していることが分かる 

また，予想最大波の倍である12.48mの津波が 

襲来した際には約88%の 

住宅が被害を受けると予想される 

図-１ 標高別住宅数 
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82% 88% 

表-5 標高別住宅数 



（避難場所の標高） 

低い 

高い 

図-２ 避難場所と標高差(y)と距離(x)の関係 

A（50%） 

C（32%） 

(m) 

(m) 

避難場所との標高差：小さく 
避難場所までの距離：近い 

避難場所との標高差：大きい 
避難場所までの距離：遠い 
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表-3 標高別施設数 

図-３ 標高別避難場所 図-４ 標高別避難施設 

同様に，避難場所，避難施設，教育施設，公共施設，保健・福祉・医療施設
についても標高別施設数を明らかにし，集落の空間把握を行った 

予想最大波高 (6.24m) 

予想最大波高×2 (12.48m) 



本研究の対象集落である14集落の中で防災マップにおいて指定されている 

59か所の避難場所について現地調査を行い，現在の現状について把握 

【現地調査による対象沿岸部集落の現状把握】 

[避難場所] 

1 

2 

3 

4 

３ 

３ 3 

4 

避難対象住居 

この避難場所は本集落で最も多くの 
約400人が避難すると予想される。 
広さは十分であり，整備状況も良好で 

あるため多くの人が避難できると考えられる。
また，裏山の墓地に上がる事もでき，想定
以上の津波が襲来した際にはすぐに 

避難が可能である。 



[街路状況] 

現地調査を行い現在の集落内の街路について現状の把握を行う 

1 ～ 20

20 ～ 40

40 ～ 60

60 ～ 80

80 ～ 100

100 ～ 120

120 ～ 140

140 ～ 160

160 ～ 180

180 ～ 200

200 ～ 220

220 ～ 240

240 ～ 260

260 ～ 280

280 ～ 300

300 ～ 320

320 ～ 340

340- ～360

360 ～ 380 

380 ～ 400

凡例

災害時通過予想人数

(人)

避難時に人が集中する街路を明らかにし 
現在の街路状況について詳細に把握を行う 
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[街路状況] 
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この街路は，避難時に最も人が集中すると 
予想される街路である。 

幅員は比較的広いため，避難時に混雑 
する可能性は低いと考えられる。 
しかし，住宅が多く隣接しているため 

地震発生時に住宅やブロック塀の倒壊 
などによって閉塞してしまう可能性がある。 
そのため，事前にいくつかの避難経路を 

検討しておく必要がある 



【対象沿岸部集落の詳細分析】 

鶴見地松浦集落を対象に災害時を想定した 

「街路閉塞シミュレーション」を行った 

災害時に各住宅から最寄り避難場所まで避難する際 
最短経路である街路が閉塞した場合の危険性について明らかにする 
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【対象沿岸部集落の詳細分析】 

閉塞危険性の高い街路 
       ① 幅員が約1.5m 以下の街路  
       ② ブロック塀が隣接している街路  
       ③ 倒壊危険家屋が隣接している街路  

 

16箇所の街路が閉塞した場合の 
シミュレーションを行う 
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【対象沿岸部集落の詳細分析】 

【図7 平常時の最短避難経路】 

 凡例 

避難場所 

最短避難経路 

距離差が生じる住宅 

Evaluation of Disaster Prevention in the Coastal Area and Villages assuming Tsunami Damage 2012/02/23 (Thu) mitsunobu terada 



【対象沿岸部集落の詳細分析】 

【図8 街路閉塞による最短経路】 

集落内の北西部は住宅が密集しており，幅員の狭い街路が多いことから 
災害時に街路閉塞の危険性が高いと考えられる。 

 

最寄り避難場所までの距離差が生じる住宅は85戸，平均距離差は121m 
最も距離差が大きい住宅が387mとなっている 

 凡例 

閉塞予測街路 

避難場所 

最短避難経路 

距離差が生じる住宅 
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【図9 平常時の最短避難経路】 

 凡例 

避難場所 

最短避難経路 

距離差が生じる住宅 
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【図10 街路閉塞による最短避難経路】 

77戸の住宅が 
避難場所までの距離が遠くなる 

最も避難場所までの 
距離が遠くなる住宅は138m 

平均距離差は97m 

 凡例 

閉塞予測街路 

避難場所 

最短避難経路 

距離差が生じる住宅 
街路閉塞による影響 
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【総括】 

・標高の低い沿岸部や整備されていない場所が 
津波災害時の避難場所として指定されている 
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・対象沿岸部集落は，街路の幅員が狭く 
災害時に閉塞危険性が高い街路が多数ある 

・避難施設は津波被害を想定していないため 
標高の低い沿岸部に指定されている 

各集落の津波防災における特徴や課題について明らかにした 



 
 

【今後の課題】 

・今後は，佐伯市沿岸部のすべての集落の調査を行い 

津波防災における集落の特徴や課題を明らかにする必要がある 

・本研究で明らかにした集落の特徴や課題を 

どのように実際の防災計画に活かしていくかが課題である 
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Thank you for your attention. 

ご静聴ありがとうございました 
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【1】集落内の各住宅から最寄りの避難場所までの最短経路を算出し 
各街路を通過した世帯数を明らかにする 

【2】集落の一世帯当たりの平均人口を算出 

米水津浦代浦集落は人口750人，世帯数が290人であるため，一世帯当たりの平均人口は

750/290=2,58人 

[街路通過予想人数の算出方法] 

図-5 街路通過予測世帯数 
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【3】この結果を各街路を通過した世帯数に乗じた値を通過予想人数としている 
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図-5 街路通過予測世帯数 
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図-６ 街路通過予測人数 
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・現在指定されている避難施設は，津波被害が想定されていないため 
標高の低い沿岸部に立地している施設が大多数であることが明らかになった 

【 GISを用いた対象集落の空間分析】 

津波被害を想定した避難施設の検討が必要である 

・各集落内に指定されている避難場所において，現在想定されている最大波高よりも 
標高の低い地域に指定されている場所があることが明らかになった 

現在よりも高台に新たな避難場所を指定する必要がある 
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・多くの集落が，幅員の狭い街路で形成されているため 
災害時にブロック塀や家屋の倒壊などにより街路が閉塞し 

避難時に通行できなくなる危険性が高い街路が多いことが明らかになった 

【対象沿岸部集落の現状把握】 

災害時を想定した街路閉塞シミュレーションなどを行い 
安全性の高い避難経路の検討を行う必要がある 

・整備丌良などにより人が集まることができない場所が 
津波災害時の避難場所として指定されている場所があることなどが明らかになった 

現在よりも高台に新たな避難場所を指定する必要がある 
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【対象沿岸部集落の詳細分析】 

シミュレーションの結果を基に災害時の予測を行い 
いくつかの避難場所や避難経路を事前に検討しておく必要がある 

避難時に幼稚園や小学校の児童が利用すると予測される街路は 
閉塞予測を行い，より安全性の高い避難経路の検討を行うことが重要である 
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【目的】 

旧町村名 番号 集落名 小学校 人口(人) 世帯数(戸) 高齢化率(%)
旧上浦町 1 浅海井 東雲小学校 677 285 36.33

2 吹浦 吹小学校 176 70 21.02
3 地松浦 地松浦小学校 955 387 28.06
4 大島 大島小学校 234 125 59.42
5 浦代浦 向陽小学校 750 290 29.06
6 色利浦 色宮小学校 655 236 34.35
7 畑野浦 上入津小学校 1342 496 34.27
8 楠本浦 楠本小学校 500 213 41.80
9 竹野内河内 河内小学校 582 273 49.00
10 西野浦 西浦小学校 1041 425 35.83
11 蒲江浦 蒲江小学校 1204 539 40.03
12 猪串浦 猪串小学校 301 115 37.87
13 森崎浦 名護屋小学校森崎分校 440 138 24.31
14 丸市尾 名護屋小学校 397 176 39.79

対象集落の概要

旧蒲江町

旧鶴見町

旧米水津村

【鶴見地松浦】 

表-2 研究対象集落の概要 

旧上浦町 

旧鶴見町 

旧米水津村 

旧蒲江町 

旧佐伯市 

(1) 

(2) 

(14) 

(13) 

(12) 
(11) 

(10) 
(9) 

(8) 

(7) 

(6) 

(3) 

(5) 

(4) 

・旧鶴見町の中で中心的な役割を担っていること 
・分析で津波被害の危険性が低いという結果がでたこと 
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佐伯市鶴見地松浦を対象に詳細な現地調査を行った 

        [道路状況] 
・道路幅員 ＊地図上に記入 
・車両通行が可能か ＊地図上に記入 
・一歩通行の街路 ＊地図上に記入 
・交差点の状況 ＊写真撮影 

            [危険要素] 
・ブロック塀の立地個所 ＊地図上にラインを引き記入 
・防災マップ内の危険個所の検証 
   ・土石流危険個所 ＊写真撮影and地図記入 
   ・急傾斜地崩壊危険個所 ＊写真撮影and地図記入 
   ・地すべり危険個所  ＊写真撮影and地図記入 

・旧鶴見町の中で中心的な役割を担っていること 
・これまでの調査で津波被害の危険性が低いという結果がでたこと 

【対象沿岸部集落の詳細分析】 
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標高(m) 住宅 教育施設 公共施設
保健・福祉
医療施設

避難場所 避難施設

０～1 5 - - - - -
1～２ 26 - 1 1 - 1
２～３ 125 - 2 1 - 4
３～４ 74 - - - - -
４～５ 6 1 - - - 1
５～６ 7 1 - - - -
６～７ 9 - - - - -
７～８ 8 - - - - -
８～９ 10 - - - - -
９～１０ - - - - - -
１０～11 - - - - - -
１１～１２ - - - - - -
１２～１３ - - - - 1 -
１３～１４ 11 - - - 2 1
１４～１５ - - - - - -
１５～１６ - - - - - -
１６～１７ - - - - 1 -
１７～１８ 17 - - - - -
１８～１９ - - - - - -
１９～２０ - - - - - -
２０～２１ - - - - - -
２１～２２ - - - - - -
２２～２３ - - - - - -
２３～２４ 7 - - - - -
２４～２５ - - - - - -
２５～２６ - - - - - -
２６～２７ 1 - - - - -
２７～２８ - - - - - -
２８～２９ - - - - - -
２９～３０ - - - - - -
３０～ - - - - 2 -

306 2 3 2 6 7

旧米水津村_大字浦代浦

鶴見地松浦 標高別建物数 

予想最大波高 (2.45m) 

予想最大波高×2 (4.9m) 

12% 
40% 
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標高(m) 住居数

０～1 2
1～２ 19
２～３ 46
３～４ 100
４～５ 10
５～６ 30
６～７ 41
７～８ 51
８～９ 49
９～１０ 25
１０～11 9
１１～１２ 13
１２～１３ 17
１３～１４ 15
１４～１５ 13
１５～１６ 4
１６～１７ 15
１７～１８ 30
１８～１９ 19
１９～２０ 11
２０～２１ 3
２１～２２ 3
２２～２３ 2
２３～２４ -
２４～２５ 5
２５～２６ 3
２６～２７ 3
２７～２８ 2
２８～２９ -
２９～３０ -
３０～ 17

557

予想最大波高 (2.45m) 

予想最大波高×2 (4.9m) 

鶴見地松浦 標高別住宅数 

鶴見地松浦 標高別住宅数 

約12%の住宅が予想最大波高である2.45mよりも 

低い地域に立地していることが分かる 

また，予想最大波の倍である4.9mの津波が 

襲来した際には約40%の 

住宅が被害を受けると予想される 
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釜石市について 

・防災教育の充実 

Ⅰ．地震・津波を知る ～ Ⅱ．対処方法を知る 
指導する学年  中学校１・２・３年生 
指導する時間  総合的な学習の時間 
指導する時数  １時間 
関連する教科・行事など  【行事避難訓練】 

津波の特徴や恐ろしさを知り、正しく避難するための方法を知識として身に付ける。 

中学校で津波について新しく学習する前に、小学校で学習した内容 
（津波の特徴、津波から身を守る方法）を復習する。 
クイズを用いて、生徒の理解度を確認するとともに、回答についての 
補足説明をすることで知識の定着を図る。 
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釜石市について 

市内に3000人を超す小中学生の殆どが無事であった 

「津波でんでんこ」という言い伝え 

「自分の生命は，自己責任で自分を守れ」という意味 

住民の防災意識の向上 
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 集落の基本情報 
   ・佐伯沿岸部全体図 
   ・５ｍ間隔浸水域マップ 
   ・津波到達時間 
   ・主な施設分布 
   ・集落の人口データ 

 集落の街路の現状 
   ・想定通過人数 
   ・幅員 
   ・車両通行 
   ・ブロック塀の有無 
   ・誘導標識の有無 

 集落データ 
 ・標高別施設数 
 ・各施設の標高別詳細分析 
 

 集落の現状 
 ・現地調査による集落の写真 

 避難場所の現状 
   ・避難想定人数 
   ・広さ 
   ・整備状況 
   ・アクセス性 
   ・案内標識の有無 


